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若手若手若手若手研究者研究者研究者研究者インターナショナルインターナショナルインターナショナルインターナショナル・・・・トレーニングトレーニングトレーニングトレーニング・・・・プログラムプログラムプログラムプログラム（（（（非英語圏非英語圏非英語圏非英語圏））））    

（（（（ITPITPITPITP----EUROPAEUROPAEUROPAEUROPA））））委員会委員会委員会委員会    

（（（（2002002002009999年度第年度第年度第年度第 5555回回回回））））議事要旨議事要旨議事要旨議事要旨    

 

1. 日 時 2009（平成 21）年 12月 25日（金）16:30-18:00 

 

2. 場 所 本部管理棟 2階 小会議室 2 

 

3. 出席者  委員長、委員(宮崎、富盛、和田、藤森) 

佐久間研究協力課長、細谷国際交流係長、宮下国際交流係員 
 

4. 配付資料 

1.  若手研究者インターナショナル・トレーニング・プログラム（非英語圏）（2009年 

度第 4回）議事要旨（案） 

2. 若手研究者インターナショナル・トレーニング・プログラム（非英語圏）メール稟 

議（2009年 8月）要旨（案） 

3. ITP-EUROPA2010年度派遣若手研究者募集要項 

4. ITP-EUROPA2010年度派遣若手研究者選考スケジュール（案） 

5. 2010年度 ITP-EUROPA派遣候補者一覧 

6. 2010年度 ITP-EUROPA願書（別冊） 

7. 2010年度 ITP-EUROPA若手研究者派遣経費について 

8. 2009年度 ITP応募者面接についてのメモ 

 

5. 議 題 

1. 前回議事要旨（案）について 

  資料１及び資料 2に基づき成田委員長より説明と内容の確認があり、これを了承した。 

 

2. 2010年度派遣若手研究者の選考について 

 (1) 選考スケジュールについて 

   資料 3及び資料 4に基づき、成田委員長より 2010年度派遣研究者選考スケジュー

ルについて説明があり、これを了承した。 

(2) 書類選考 

  資料 5及び資料 6に基づき、成田委員長より 2010年度派遣応募者の説明の後、書

類選考を行った。 

  審議の結果、山本候補については募集要件を満たさないため不採用とし、その他 6

名については面接選考を実施することとした。 

(3) 面接選考の実施について 

    資料 8に基づき、成田委員長より面接選考の実施方針について説明があり、候補者

1名につき委員長を含めた 2名が面接を担当すること、海外留学中の候補者 4名につ

いてはメールによる意見聴取で面接に替えることとした。 

  ＜面接担当＞ 1. 石田候補－成田、富盛（メール面接）   

         2. 小久保候補－成田、富盛（メール面接）  

         3. 横田候補－成田、富盛（メール面接） 

         4. 太田候補－成田、和田（メール面接） 

         5. 中田候補－成田、和田（1月 14日） 

         6. 説田候補－成田、和田（1月 14日） 
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なお、面接に際しては、申し合わせに定められた評価基準のほか、次の 2点につい

て確認を行うこととした。 

 1. 一年次の博士学生については、休学しないで留学する場合の面接指導（3月）

への対応について 

 2. 本プログラムの実施は、予算成立を前提としていること 

  

3. 2010年度国際シンポジウムについて 

   和田委員より、2010年度の ITP-EUROPA国際シンポジウムの準備状況について、報

告があった。当初予定していたパリ第三大学での開催が難しくなったことから、ボロー

ニャ大学（文学部・芸術学部）で開催する計画について説明があり、これを了承した。 

  開催時期は、2010年 11月下旬から 12月上旬の 2日間を予定。ITP-EUROPAの若手

研究者による発表に加え、ヨーロッパ各地のシニア研究者を招へいする計画であり、招

へい旅費等の経費調達を今後の課題とした。 

  また、成田委員長より、2012年度の国際シンポジウムについては、パリ第三大学のほ

か、エアランゲン大学での開催の可能性を探って行く旨、説明があった。 

 

4. 次回 ITP-EUROPA委員会の開催について 

1月 21日（木）1限に開催し、2010年度派遣候補者の最終選考を行うこととした。 

 

  以上 


